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 統合失調症をはじめとする精神疾患において，情動気分が精神症状に関与することは古くから知られている．
しかしながらこの関連が，認知症などの神経変性疾患においても同様かどうかは明らかとなっていない．日常
臨床において，暗い場所や夕方の時間帯に認知症患者の精神症状・行動異常が悪化することは少なくない．い
わゆる夕暮れ症候群として知られるこの現象には，恐怖や不安などの情動的な「気分」が関連している可能性
がある． 
このような背景から我々は，物語と楽曲により誘発された情動気分が幻視様の錯視を誘発するパレイドリ
ア・テストに与える影響について，36名のレビー小体型認知症 (Dementia with Lewy Bodies: DLB) 患者と
12名のアルツハイマー病 (Alzheimer’s Disease: AD) 患者を対象として検討した．全ての患者において以
下の 3条件下でパレイドリア・テストを行った: (1) 怪談を聞かせた後 (陰性条件); (2) 落語を聞かせた後 (陽
性条件); (3) 何も聞かせない (中性条件)．それぞれの条件下での気分の測定には Short-form of State-Trait 
Anxiety Inventory (sSTAI) を用いた．また，各条件下でのパレイドリア・テストの施行直後に全般性の認知
機能評価としてMini mental state examination (MMSE) を毎回行った． 
sSTAIの平均得点 (標準偏差) は，DLB群では中性条件が 12.9 (4.2)，陽性条件が 11.3 (4.0)，陰性条件が
17.3 (4.4) で，AD群では中性条件が 10.1 (2.6)，陽性条件が 8.9 (1.9)，陰性条件が 13.4 (3.4) であった．両群
共に sSTAI 得点は，陰性条件で最も高く陽性条件では最も低いことから，それぞれ気分が適切に誘発されて
いることが確認された．MMSE の平均得点 (標準偏差) は，DLB 群では中性条件が 16.4 (4.6)，陽性条件が
15.8 (4.9)，陰性条件が 16.9 (4.5)，AD群では中性条件が 17.8 (3.8)，陽性条件が 16.6 (4.4)，陰性条件が 17.3 
(3.7) であった．両群共にMMSE 得点は各条件間で有意差が認められなかった．したがって，パレイドリア・
テストの成績に，気分による全般性の認知機能の変化が関与している可能性は低い．パレイドリア反応の平均
枚数 (標準偏差) は，DLB群では中性条件が 11.2 (16.1)，陽性条件が 9.4 (15.4)，陰性条件が 24.1 (20.5) で
あり，陰性条件では他の条件と比べ 2倍以上に有意に増加した．36名中 32名とほとんどの DLB患者で，陰
性条件においてパレイドリア反応数が 1枚以上増加した．一方 AD群では，パレイドリア反応の平均枚数 (標
準偏差) は，中性条件が 0.0 (0.0)，陽性条件が 0.3 (0.4)，陰性条件が 0.1 (0.3) で，各条件間で有意差が認め
られなかった．したがって，パレイドリア反応の増悪は陰性条件においてのみ引き起こされた．またこのよう
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な陰性気分による増強効果は，DLB群で特異的に生じることが確認された． 
本研究の結果は，恐怖や不安を感じ易い環境において DLB 患者の精神症状・行動異常が悪化することを実
験的に示している．DLB 患者は AD 患者に比べて，精神症状や気分障害を有する頻度も重症度も高いことか
ら，それらが患者や介護者にとっての精神的ストレスの主要因となり易い．本研究が示した知見は，気分の調
整が精神症状・行動異常を改善するための重要な治療戦略となり得ることを示唆している． 
 
